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東
京
都
自
衛
隊
家
族
会
（
森

山
尚
直
会
長
）
は
１
月
29
日
、

理
事
ら
が
参
加
す
る
航
空
自
衛

隊
入
間
基
地
の
研
修
を
東
京
地

方
協
力
本
部
の
ご
支
援
を
得
て

実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
か
ら
の
移
動
組
と

入
間
基
地
近
傍
の
西
武
池
袋
線

稲
荷
山
公
園
駅
集
合
組
、
基
地

正
門
前
集
合
組
に
分
か
れ
て
基

地
に
前
進
し
ま
し
た
。

基
地
内
で
は
、
入
間
管
制
隊
、

中
部
航
空
方
面
隊
司
令
部
支
援

飛
行
隊
、
第
２
輸
送
航
空
隊
、

飛
行
点
検
隊
お
よ
び
修
武
台
記

念
館
な
ど
を
研
修
し

ま
し
た
。

修
武
台
記
念
館
に

唯
一
の
実
物
が
保
存

さ
れ
て
い
る
ロ
ケ
ッ

ト
推
進
の
特
攻
機

「
桜
花
」
の
前
で
は

多
く
の
研
修
者
が
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
に
は
航
空
自
衛

隊
の
名
物
か
ら
あ
げ
（
空
上
げ
）

の
体
験
喫
食
を
行
い
ま
し
た
。

航
空
保
安
無
線
施
設
等
を
航

空
機
に
よ
り
点
検
し
て
い
る
飛

行
点
検
隊
な
ど
、
入
間
基
地
に

し
か
な
い
部
隊
や
Ｃ
―
２
輸
送

機
を
擁
し
航
空
輸
送
を
任
務
と

す
る
第
２
輸
送
航
空
隊
な
ど
の

研
修
を
通
じ
て
、
航
空
自
衛
隊

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

受
け
入
れ
と
と
も
に
ご
丁
寧

な
ご
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た

入
間
基
地
の
方
々
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
地
本
渉

外
班
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
京
都
自
衛
隊
家
族
会

理
事

菊
池

章
倫
）

つなぐ

隊員と 家族会
家族を

久
留
米
駐
屯
地
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

で
は
、
毎
年
春
に
な
る
と
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
な
ど
約
３
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇

り
ま
す
。

一
部
の
桜
は
、
昭
和
初
期
に
植
樹
さ

れ
た
も
の
で
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

３
月
30
日
に
は
、
春
の
風
物
詩
で
あ

る
お
花
見
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
駐
屯
地
を
開
放
し
ま
す
。

当
日
は
、
装
備
品
の
展
示
や
露
店
も

出
店
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
隊
く
だ

さ
い
！

駐
屯
地
を
彩
る
桜
が
、
皆
さ

ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田
戸
台
分
庁
舎
は
、
横
須
賀
鎮
守
府

司
令
長
官
宿
舎
と
し
て
１
９
１
３
年
に

建
設
さ
れ
た
文
化
的
に
も
貴
重
な
建
物

で
す
。
庭
園
の
先
か
ら
横
須
賀
の
街
と

海
が
一
望
で
き
ま
す
。

毎
年
春
と
秋
に
一
般
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は

下
記
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
横
須
賀
地
方
隊

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
（
茨
城
県
小

美
玉
市
）
に
は
多
く
の
桜
が
植
え
ら
れ
、

満
開
の
時
期
に
は
左
の
写
真
の
通
り
咲

き
誇
り
、
見
る
者
を
魅
了
し
ま
す
。

昨
年
は
基
地
を
一
般
開
放
し
、
皆
さ

ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
の
実
施
は
未
定
で
す
が
決
ま
り
次
第
、

公
式
サ
イ
ト
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駐
屯
地
・
基
地
の
桜

の
見
所

陸
上
自
衛
隊
久
留
米
駐
屯
地

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地

航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

ソメイヨシノなど約３００本の桜が咲き誇る

桜と田戸台分庁舎

見る者を魅了する百里基地の桜

は
じ
め
に

自
衛
隊
家
族
会
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
頃
よ
り
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
各

種
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
後
方
支

援
隊
第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
は
、

沖
縄
県
を
除
く
九
州
全
域
に
お
け

る
不
発
弾
処
理
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
昨
年
10
月
に
発
生
し
た
宮
崎

空
港
で
の
不
発
弾
爆
発
対
応
も
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
処
理
隊

の
歴
史
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
宮
崎

空
港
で
の
対
応
も
含
め
て
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

不
発
弾
処
理
隊
の
歴
史

自
衛
隊
が
不
発
弾
処
理
を
実
施

す
る
根
拠
は
、
自
衛
隊
法
（
昭
和

29
年
法
律
第
１
６
５
号
）
附
則
第

４
項
に
あ
り
、
そ
の
内
容
は
「
自

衛
隊
は
（
中
略
）
、
陸
上
に
お
い

て
発
見
さ
れ
た
不
発
弾
そ
の
他
火

薬
類
の
除
去
及
び
処
理
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
各

種
通
達
や
指
示
が
発
出
さ
れ
、
不

発
弾
処
理
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
が
発
足
し
た
当
初
、

不
発
弾
処
理
隊
は
編
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
不
発
弾
が
発
見
さ
れ
る
た

び
に
、
警
備
隊
区
を
担
当
す
る
師

団
や
混
成
団
（
現
・
旅
団
）
が
臨

時
で
不
発
弾
処
理
班
を
編
成
し
、

処
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
49
年
３
月
、
沖
縄
県
那
覇

市
小
禄
の
幼
稚
園
近
く
の
下
水
管

工
事
現
場
で
不
発
弾
が
爆
発
し
、

幼
稚
園
児
を
含
む
４
人
が
死
亡
、

34
人
が
重
軽
傷
を
負
い
、
81
棟
の

家
屋
が
倒
壊
す
る
と
い
う
大
き
な

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
契
機
に
、
不
発
弾

の
危
険
性
が
強
く
認
識
さ
れ
、
陸

上
自
衛
隊
は
同
年
６
月
に
沖
縄
県

第
１
混
成
団
（
現
・
第
15
旅
団
）

に
特
別
不
発
弾
処
理
隊
を
新
編
し
、

沖
縄
に
お
け
る
不
発
弾
処
理
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
５
年
３
月
に
沖

縄
県
の
特
別
不
発
弾
処
理
隊
が
第

１
０
１
不
発
弾
処
理
隊
へ
改
編
さ

れ
、
翌
年
に
は
東
京
都
朝
霞
駐
屯

地
に
東
部
方
面
隊
を
担
当
す
る
第

１
０
２
不
発
弾
処
理
隊
、
京
都
府

桂
駐
屯
地
に
中
部
方
面
隊
を
担
当

す
る
第
１
０
３
不
発
弾
処
理
隊
、

佐
賀
県
目
達
原
駐
屯
地
に
沖
縄
県

を
除
く
西
部
方
面
隊
を
担
当
す
る

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
が
新
編

さ
れ
ま
し
た
。

不
発
弾
処
理
隊
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
北
部
方
面
隊
や
東
北
方
面

隊
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
、
不

発
弾
が
発
見
さ
れ
る
都
度
、
警
備

隊
区
を
担
当
す
る
師
団
や
旅
団
が

臨
時
で
不
発
弾
処
理
班
を
編
成
し
、

対
応
し
て
い
ま
す
。

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
の

編
成
・
装
備
・
処
理
実
績
等

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
第
１
０

４
不
発
弾
処
理
隊
の
編
成
は
、
処

理
隊
長
を
は
じ
め
10
人
（
幹
部
４

人
、
陸
曹
６
人
）
の
少
数
部
隊
で

す
が
、
全
員
が
不
発
弾
処
理
に
必

要
な
技
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

装
備
に
つ
い
て
は
、
不
発
弾
処

理
に
関
連
す
る
各
種
資
器
材
に
加

え
、
全
国
の
不
発
弾
処
理
隊
の
み

が
保
有
す
る
不
発
弾
回
収
車
も
装

備
し
て
い
ま
す
。

処
理
実
績
は
、
創
隊
か
ら
30
年

間
で
処
理
件
数
６
１
５
０
件
（
う

ち
緊
急
対
応
９
２
４
件
）
、
処
理

発
数
69
万
５
千
発
、
処
理
重
量
１

１
６
・
４
㌧
と
な
っ
て
お
り
、
年

間
平
均
で
約
２
０
０
件
の
不
発
弾

処
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
全
国
の
処
理
隊
に
お
け

る
処
理
実
績
で
は
、
沖
縄
の
第
１

０
１
不
発
弾
処
理
隊
が
最
も
多
く
、

約
４
万
件
を
処
理
し
て
お
り
、
次

い
で
中
部
の
第
１
０
３
不
発
弾
処

理
隊
が
約
１
万
３
千
７
百
件
、
東

部
の
第
１
０
２
不
発
弾
処
理
隊
が

約
８
千
５
百
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
空
港
不
発
弾
爆
発
に
つ
い
て

令
和
６
年
10
月
２
日
午
前
９
時

過
ぎ
、
宮
崎
空
港
滑
走
路
誘
導
路

で
爆
発
が
発
生
し
た
と
の
第
１
報

が
入
り
、
そ
の
後
、
報
道
各
社
が

爆
発
の
映
像
を
放
送
す
る
中
、
地

中
の
不
発
弾
が
爆
発
し
た
可
能
性

が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
崎
県
警
察
本
部
か
ら
は
、
爆

発
現
場
の
危
険
性
の
有
無
お
よ
び

破
片
等
の
識
別
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
、

午
前
10
時
30
分
頃
、
処
理
隊
長
以

下
３
人
が
目
達
原
駐
屯
地
か
ら
緊

急
出
動
し
ま
し
た
。
午
後
２
時
に

空
港
に
到
着
後
、
所
要
の
調
整
を

行
い
、
爆
発
現
場
に
進
出
し
ま
し

た
。現

場
到
着
直
後
、
周
囲
に
漂
う

火
薬
の
匂
い
と
散
乱
す
る
破
片
を

確
認
し
、
形
状
と
大
き
さ
か
ら
米

国
製
２
５
０
kg
爆
弾
と
識
別
し
ま

し
た
。
爆
発
現
場
で
発
見
し
た
弾

底
部
の
状
況
か
ら
、
装
着
さ
れ
て

い
た
化
学
式
長
延
期
信
管
が
発
火

し
た
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

化
学
式
長
延
期
信
管
と
は
、
爆

弾
が
投
下
さ
れ
た
直
後
に
は
爆
発

せ
ず
、
最
大
１
４
４
時
間
経
過
後

に
爆
発
す
る
信
管
で
あ
り
、
不
発

弾
処
理
に
従
事
す
る
隊
員
に
と
っ

て
最
も
危
険
な
も
の
の
一
つ
で
す
。

そ
の
後
、
爆
発
現
場
の
安
全
確

認
を
実
施
し
、
警
察
、
消
防
、
空

港
関
係
者
が
現
場
を
確
認
し
て
、

散
乱
し
た
爆
弾
の
破
片
等
を
回
収

し
ま
し
た
。

戦
後
80
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
現
在
、
当
時
の
不
発
弾

が
未
だ
に
爆
発
す
る
機
能
を
保

持
し
、
存
在
し
て
い
る
（
生
き

続
け
て
い
る
）
と
い
う
事
実
を
、

不
発
弾
処
理
部
隊
と
し
て
改
め

て
認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。お

わ
り
に

わ
れ
わ
れ
が
不
発
弾
処
理
隊

と
し
て
常
に
留
意
し
て
い
る
事

項
は
、
主
に
２
点
で
す
。

１
点
目
は
、
不
発
弾
処
理
対

応
態
勢
の
維
持
で
す
。
当
隊
は
隊

長
以
下
10
人
の
少
数
部
隊
で
す
が
、

３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
常
に
２

人
の
緊
急
待
機
要
員
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
各
隊
員
へ
の
負
担

が
偏
ら
な
い
よ
う
に
勤
務
調
整
を

行
い
、
不
発
弾
処
理
任
務
の
重
要

性
に
つ
い
て
隊
員
一
人
一
人
が
認

識
を
深
め
、
士
気
高
く
任
務
に
ま

い
進
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
勤
務
態
勢
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
ご
家
族
の
理
解

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
観
桜
会
等
の

行
事
時
に
活
動
状
況
を
パ
ネ
ル
展

示
す
る
ほ
か
、
年
に
数
回
、
家
族

通
信
を
発
信
し
、
不
発
弾
処
理
任

務
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
安
全
管
理
で
す
。

創
設
以
来
、
処
理
任
務
中
に
事
故

は
一
度
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

不
発
弾
処
理
に
お
い
て
万
が
一
事

故
が
発
生
す
れ
ば
、
隊
員
の
生
死

に
直
結
す
る
だ
け
で
な
く
、
民
間

に
対
し
て
も
甚
大
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
安
全
で
確
実
な
不
発

弾
処
理
を
心
掛
け
、
常
に
慎
重
に

任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
不
発
弾
処
理
隊
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
に
お
い
て

国
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

そ
し
て
何
よ
り
も
子
供
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
少
し
で
も
多
く
の

危
険
な
不
発
弾
を
除
去
で
き
る
よ

う
、
日
々
任
務
に
ま
い
進
し
て
い

ま
す
。

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
の
活

動
状
況
は
、
西
部
方
面
後
方
支
援

隊
の
Ｘ
（
旧T

w
i
t
t
e
r

）
に
逐

次
ア
ッ
プ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
フ

ォ
ロ
ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
川
県
自
衛
隊
家
族
会
（
中

正
章
会
長
）
は
１
月
23
日
、
陸

上
自
衛
隊
金
沢
駐
屯
地
（
司
令
・

野
田
哲
徳
１
等
陸
佐
）
で
行
わ

れ
た
第
23
次
派
遣
海
賊
対
処
行

動
支
援
隊
の
出
発
式
に
、
地
元

金
沢
市
の
家
族
会
会
員
を
中
心

に
参
加
し
ま
し
た
。

支
援
隊
長
・
中
野
１
等
陸
尉

を
は
じ
め
と
す
る
80
人
の
隊
員

が
、
ア
フ
リ
カ
東
部
ジ
ブ
チ
で

の
任
務
に
向
け
て
出
発
し
ま
す
。

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
式

は
駐
屯
地
内
の
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
支
援
隊
長
の
力

強
い
決
意
表
明
に
参
加
者
は
感

激
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

式
後
、
隊
員
た
ち
は
バ
ス

で
小
松
空
港
に
向
か
い
、
チ

ャ
ー
タ
ー
便
で
ジ
ブ
チ
に
飛

び
立
ち
ま
し
た
。

任
務
は
７
月
下
旬
ま
で
の

約
半
年
間
、
現
地
の
自
衛
隊

拠
点
の
警
備
な
ど
を
担
当
す

る
予
定
で
す
。

家
族
や
参
加
者
は
、
隊
員

一
人
一
人
に
「
頑
張
れ
」

石川県

海
賊
対
処
行
動
支
援
隊
が
金
沢
を
出
発

石
川
県
自
衛
隊
家
族
会
が
見
送
り

青
森
市
自
衛
隊
家
族
会
は
１

月
２
日
、
今
年
で
56
回
目
と
な

る
八
甲
田
演
習
を
現
地
で
激
励

し
ま
し
た
。

第
５
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・

伊
藤
祐
一
１
等
陸
佐
）
は
、
演

習
に
先
立
ち
、
旧
陸
軍
青
森
歩

兵
第
５
聯
隊
が
遭
難
し
犠
牲
と

な
っ
た
１
９
９
人
が
眠
る
「
幸

畑
陸
軍
墓
地
」
に
参
拝
し
、
犠

牲
者
の
霊
を
慰
め
る
と
と
も
に
、

訓
練
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

演
習
当
日
は
、
気
温
が
高
く
、

昨
年
末
か
ら
の
記
録
的
な
大
雪

青森市
（青森県）

八
甲
田
演
習
で
自
衛
隊
家
族
会
が
激
励

厳
し
い
訓
練
環
境
下
で
の
絆
を
深
め
る

「
元
気
で
ね
」
と
声
を
か
け
、

温
か
く
見
送
り
ま
し
た
。

（
石
川
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

俵

秀
雄
）

東京都

入
間
基
地
に
し
か
な
い
部
隊
な
ど
を
研
修

航
空
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
る

C －２輸送機の説明を受ける

に
よ
り
、
経
路
上
に
は
雪
崩
の

危
険
箇
所
が
多
く
存
在
し
た
た

め
、
当
初
の
行
進
経
路
を
変
更

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ス
キ
ー
行
進
に
は
、
女
性
自

衛
官
や
昨
年
入
隊
し
た
若
い
隊

員
を
含
む
約
５
０
０
人
が
参
加

し
、
出
発
地
点
で
あ
る
「
小
峠
」

か
ら
往
復
約
８
km
の
経
路
を
踏

破
し
ま
し
た
。

出
発
か
ら
の
往
路
は
ほ
と
ん

ど
が
登
り
坂
で
、
80
〜
１
０
０

㎏
に
も
及
ぶ
ア
キ
オ
（
装
備
品

を
積
載
し
た
ソ
リ
）
を
、
１
本

の
引
き
綱
で
４
〜
５
人
が
掛
け

声
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、
軽

快
に
前
進
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
入
隊
し
た
若
い
隊
員
は
、

ア
キ
オ
の
引
き
綱
に
揺
さ
ぶ
ら

れ
な
が
ら
も
先
輩
に
負
け
ま
い

と
必
死
に
動
作
を
合
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
時
折
差
し
込
む
木
漏

れ
日
が
、
頬
の
汗
を
光
ら
せ
て

い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

青
森
市
自
衛
隊
家
族
会
は
、

今
後
も
隊
員
を
激
励
し
、
訓
練

を
支
え
る
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

（
青
森
市
自
衛
隊
家
族
会

会
長

成
田

光
男
）

置
し
ま
し
た
。

大
分
県
内
で
英
国
陸
軍
と
の

訓
練
が
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
や

近
隣
住
民
の
関
心
も
高
く
、
訓

練
開
始
前
か
ら
多
く
の
報
道
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

訓
練
の
必
要
性
を
広
く
理
解
し

歓
迎
す
る
声
が
あ
る
こ
と
を
、

参
加
隊
員
の
み
な
ら
ず
県
民
に

も
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
訓

練
期
間
中
の
26
日
ま
で
横
断
幕

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
横
断
幕
を
通
じ
て
、
多

く
の
通
行
者
の
目
に
留
ま
り
、

本
訓
練
が
日
英
両
国
の
隊
員
が

相
互
に
知
識
や
技
能
を
学
び
、

能
力
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大
分
県
自
衛
隊
家
族
会
は
、

今
後
も
日
出
生
台
で
の
訓
練
に

対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
活
動

を
継
続
す
る
方
針
で
す
。
２
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
海
兵
隊

の
射
撃
訓
練
時
に
も
同
様
の
取

り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
大
分
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

大
城

伸
吉
）

１
月
10
日
、
大
分
県
自
衛
隊

家
族
会
（
廣
崎
千
都
志
会
長
）

は
、
15
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
離

島
防
衛
を
想
定
し
た
日
英
共
同

訓
練
「
ヴ
ィ
ジ
ラ
ン
ト
・
ア
イ

ル
ズ
」
に
参
加
す
る
英
国
陸
軍

隊
員
を
歓
迎
す
る
横
断
幕
を
、

演
習
場
へ
続
く
県
道
沿
い
に
設

大分県

英
国
陸
軍
隊
員
を
歓
迎
す
る
横
断
幕
を
設
置

地
元
の
理
解
促
進
を
目
指
し
て

不
発
弾
処
理
隊
の
任
務
と
活
動
の
現
場

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊

隊
長

３
等
陸
佐

遠
矢

博
史

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
お
仕
事

宮崎空港における試掘に際し技術援助を実施

＠WALog_metabaru

Ｘアカウント

家族会の幟を掲げ激励、見送り

英陸軍隊員を歓迎する横断幕

１
月
10
日
、
新
年
を
迎
え
、

今
季
最
強
寒
波
が
到
来
す
る
中
、

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
（
司

令
・
中
尾
圭
介
１
等
陸
佐
）
で

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
新
成
人
と
な
る
24

人
の
自
衛
官
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自

覚
と
決
意
を
新
た
に
し
、
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
誓
い
を
述
べ

ま
し
た
。

あ
る
隊
員
は
「
自
覚
を
持
っ

て
中
隊
の
主
力
と
な
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
「
早
め
に
お
酒
を

飲
み
に
も
行
き
ま
す
」
と
語
り
、

会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

中
尾
司
令
は
、
新
た
な
門
出

を
迎
え
た
隊
員
に
対
し
、

「
ま
ず
、
国
民
の
平
和
と
安

全
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
使

命
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
「
こ
れ

ま
で
の
20
年
間
、
出
会
っ
た

人
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
新

た
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
贈
り
ま
し
た
。

成
人
式
の
余
韻
が
残
る
中
、

１
月
18
日
、
横
須
賀
防
衛
団

体
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
横
須
賀

商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
、
杉

田
副
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
横
須
賀
地
区
の

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
部
隊
の
長
、

防
衛
大
学
校
や
陸
自
高
等
工
科

学
校
の
代
表
、
小
泉
進
次
郎
衆

議
院
議
員
、
佐
藤
正
久
参
議
院

議
員
、
上
地
克
明
横
須
賀
市
長

を
は
じ
め
、
国
・
地
方
議
員
、

防
衛
関
係
団
体
の
会
員
ら
が
参

集
し
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

横
須
賀
防
衛
協
会
・
平
松
廣

司
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。

登
壇
者
は
準
備
し
た
書
面
で
は

な
く
自
ら
の
言
葉
で
熱
意
を
込

め
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

地
元
自
治
体
や
関
連
団
体
と

自
衛
隊
が
連
携
し
、
防
衛
に
取

り
組
む
決
意
が
強
く
伝
わ
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

高
等
工
科
学
校
長
・
篠
村
和

也
陸
将
補
の
乾
杯
の
発
声
後
、

懇
談
が
進
み
、
空
自
武
山
分
屯

基
地
司
令
・
蔵
元
優
２
等
空
佐

の
中
締
め
で
閉
会
し
ま
し
た
。

昨
年
は
能
登
半
島
地
震
を
は

じ
め
災
害
・
事
故
が
多
発
し
ま

し
た
が
、
本
年
は
平
穏
な
年
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

自
衛
隊
で
は
統
合
作
戦
司
令

部
の
発
足
や
海
上
自
衛
隊
の
組

織
改
編
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
厳
し
い
募
集
環
境
の

改
善
は
依
然
課
題
で
す
。
神
奈

川
県
自
衛
隊
家
族
会
と
し
て
も
、

募
集
活
動
や
支
援
活
動
を
着
実

に
推
進
し
、
自
衛
隊
を
陰
な
が

ら
支
え
て
い
き
ま
す
。
会
員
一

人
一
人
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
自
衛
隊
家
族
会

副
会
長

杉
田

慎
治
）

神奈川県

自
治
体
・
関
連
団
体
・
自
衛
隊
が
連
携

横
須
賀
防
衛
団
体
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
出
席

横須賀地方総監あいさつ

新成人となった2 4人の自衛官

鳥取県

節
目
を
迎
え
た
二
十
歳
の
誓
い

「
国
を
守
る
」
自
覚
と
決
意
新
た
に

スキー行進中の隊員

激励の家族会会員

１
月
９
日
、
陸
上
自
衛
隊
今

津
駐
屯
地
（
司
令
・
阪
井
邦
丸

２
等
陸
佐
）
に
お
い
て
「
第
３

偵
察
戦
闘
大
隊
・
隊
員
家
族
の

日

〜
射
撃
見
学
ツ
ア
ー
〜
」

が
開
催
さ
れ
、
兵
庫
県
自
衛
隊

家
族
会
も
招
待
を
受
け
、
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
日
々
国
防
の

最
前
線
で
尽
力
す
る
隊
員
と
、

そ
の
活
動
を
支
え
る
ご
家
族
を

結
び
付
け
る
大
変
意
義
深
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
阪
井
大
隊

長
の
強
い
意
向
の
も
と
、
家
族

が
隊
員
の
任
務
を
実
際
に
見
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
幼
児
を
含
め
約
30

兵庫県

「
隊
員
家
族
の
日
」
今
津
駐
屯
地
で
開
催

実
弾
射
撃
訓
練
を
見
学
、
隊
員
の
使
命
を
実
感

音
楽
演
奏
や
太
鼓
演
奏
、
新
成

人
も
加
わ
っ
た
隊
員
全
員
参
加

の
余
興
、
抽
選
会
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

外
で
は
雪
が
降
る
寒
さ
の
中
、

二
十
歳
の
誓
い
に
感
銘
を
受
け
、

隊
員
た
ち
の
演
奏
や
余
興
に
笑

い
、
癒
さ
れ
、
心
温
ま
る
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

成
人
式
を
迎
え
た
隊
員
た
ち

の
温
か
い
も
て
な
し
に
、
感
謝

の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

（
鳥
取
県
自
衛
隊
家
族
会

事
務
局
長

田
中

俊
子
）

▽
１
面
に
石
破
総
理
と
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
会
談
が
実
現

し
、
あ
ら
た
な
日
米
関
係
の

追
求
を
確
認
と
。
▽
ま
た
、

３
面
の
「
米
国
事
情
」
で
も

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
米
関
係

に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
▽
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
も
関
心
の
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ご
一
読
く
だ
さ

い
。
▽
３
面
に
井
筒
理
事
に

よ
る
「
宇
宙
」
安
全
保
障
の

お
話
で
す
。
そ
の
将
来
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。
▽
８
面
の

「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

お
仕
事
」
は
不
発
弾
処
理
隊

の
任
務
と
活
動
の
現
場
に
つ

い
て
の
特
集
で
す
。
少
数
部

隊
な
が
ら
士
気
高
く
任
務
に

励
む
隊
員
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
。
ま
ず
教
場
に
お
い
て
総
務

幹
部
の
足
立
誠
２
等
陸
尉
よ
り

部
隊
紹
介
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
受
け
、
そ
の
後
、
顕
彰
館

（
資
料
館
）
の
見
学
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
整
備
工
場
前
で
は
16

式
機
動
戦
闘
車
、
87
式
偵
察
警

戒
車
、
96
式
装
輪
装
甲
車
、
偵

察
用
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
装
備

品
展
示
が
行
わ
れ
、
隊
員
に
よ

る
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

饗
庭
野
演
習
場
へ
移
動
し
て
、

あ

い

ば

の

16
式
機
動
戦
闘
車
お
よ
び
87
式

偵
察
警
戒
車
に
よ
る
実
弾
射
撃

訓
練
を
見
学
し
ま
し
た
。
隊
員

の
家
族
が
同
行
し
、
補
足
説
明

を
交
え
な
が
ら
ツ
ア
ー
が
進
行

す
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
が
深

ま
る
特
別
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。実

弾
射
撃
の
迫
力
と
緊
張
感
、

隊
員
の
一
挙
手
一
投
足
に
込
め

ら
れ
た
熟
練
の
技
と
責
任
感
を

目
の
当
た
り
に
し
、
参
加
者
一

同
、
国
防
の
重
み
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
最
前
線
で
活
躍

す
る
隊
員
た
ち
の
使
命
感
に
触

れ
、
家
族
会
と
し
て
、
よ
り
一

層
の
支
援
と
理
解
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
兵
庫
県
自
衛
隊
家
族
会

会
長

髙
木

清
志
）

装備品について詳細な説明を受ける


